
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2024

第
2
回

テキスト、配布資
料

事前学習 該当部分の
教科書を読む
事後学習 授業の復習を
する。

第
3
回

テキスト、配布資
料

事前学習 該当部分の
教科書を読む
事後学習 授業の復習を
する。

内　　　容

看護専門職者として業務を遂行するための基本的な法について述べられる。
看護職者が協働する他職種の関係する基本的な法規について述べられる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキスト、配布資
料

事前学習 該当部分の
教科書を読む
事後学習 授業の復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護職者が協働する他職種の関係する基本的な法規について
述べられる。

専門基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

事前学習 該当部分の教科書を読む
事後学習 授業の復習をする。

定期試験（80％）、レポート（20％）

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

医事法について

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護職者が協働する他職種の関係する基本的な法規について
述べられる。

第
5
回

使用教材

事前学習 該当部分の
教科書を読む
事後学習 授業の復習を
する。

科  目  名

看護学科

関係法規

科　目　区　分

専門基礎分野　看護関係法令　（医学書院）
国民衛生の動向

我が国の保健医療に関する諸制度の概要を理解し、看護に必要な法律の基礎知識・保健・医療・法規と関連付け、医療従
事者としての業務と責任を学ぶ。

テキスト、配布資
料

事前学習 該当部分の
教科書を読む
事後学習 授業の復習を
する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

視聴覚室3年 教室名

現在社会において、保健医療福祉に関する制度は常に変化しています。新聞、ニュース、雑誌などで、常に最新の情報を入
手するようこころがけましょう。

担 当 教 員

授業以外での準備学習
の具体的な内容

前期

テキスト、配布資
料

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護専門職者として業務を遂行するための基本的な法につい
て述べられる。

各コマに
おける

授業予定
看護の関わる基本的な法律

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護専門職者として業務を遂行するための基本的な法につい
て述べられる。

各コマに
おける

授業予定
保健師助産師看護師について

渡部　一惠
実務経験と

その関連資格

各コマに
おける

授業予定
医事法について

法の概念と保健医療福祉行政のしくみと連携



第
8
回

テキスト、配布資
料

事前学習 該当部分の
教科書を読む
事後学習 授業の復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護職者が協働する他職種の関係する基本的な法規について
述べられる。

各コマに
おける

授業予定
薬務法について

第
6
回

第
7
回

テキスト、配布資
料

事前学習 該当部分の
教科書を読む
事後学習 授業の復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護職者が協働する他職種の関係する基本的な法規について
述べられる。

各コマに
おける

授業予定

テキスト、配布資
料

保健衛生法について

事前学習 該当部分の
教科書を読む
事後学習 授業の復習を
する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護職者が協働する他職種の関係する基本的な法規について
述べられる。

各コマに
おける

授業予定
衛生法規に関する基本的な概念

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容
授業の
方法 内　　　容


